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東小ＨＰ

            

～ その１ 評価の観点と評定について ～ 

学習指導要領による学ぶ内容や学び方の変化に合わせ、令和３年度より本校を含む市内小学校の通知表（あゆみ）

の様式は現在の形である観点別評価に変更されました。開始から３年が経過し、市内各校の状況も踏まえ、評価の

妥当性と信頼性を高める観点から、今年度、東小学校では評価・評定の見直しを行います。１０月１日（水）にお渡

しする通知表の発行に合わせ、別途「通知表の見方」についての文書を配布させていただきますが、事前に学校だ

よりでも詳細をお伝えしていきたいと思います。今号と次号（本日発行）の学校だよりを合わせてご覧いただき、

評価・評定の記載と今の学校教育の方向性もあらためてご確認くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

１ 評価の観点について 

  評価の観点と内容は以下の通りです。具体的な評価の内容は、各学年の通知表に掲載しています。（次号で例

として一部紹介しますのでご覧ください） 

観  点 趣     旨 

知識・技能 一人一人の知識や技能が身に付いているかを評価する。 

思考・判断・表現 知識や技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力を身に付けて

いるかを評価する。 

主体的に学習に

取り組む態度 

学習の目標を達成するために、粘り強い取り組みを行おうとしていたり、自ら学習を調整

（学習の見通しをもつ、学習課題に沿う、今までの学習を生かすなど）したりしようとす

る力を評価する。 

 

 

 

 

 

 

２ 評定について 

  現在の通知表では「目標に達している」評定をＢ基準としていますが、到達度や学力との整合性を鑑み評定の

目安を見直すこととしました。 

  評定Ａ（「十分に満足できる」状況）と判断する場合は、お子さんの学習状況が質的な高まりや深まりを十分

にもっていると判断した時となります。従いまして昨年の通知表（あゆみ）より「評定Ａ」の数は少なくなり、

「評定Ｂ」の数が多くなります。評価の基準を引き上げたことによりますので、お子さんの成績が下がったわけ

ではありません。「目標に達している」Ｂ基準の中で、その中から特に優れているものがＡとして評定されると

ご理解ください。また、合わせてＣの基準も若干引き上げています。令和６年度以前はＢ評定としていた場合で

も、基準が若干引き上がったことからＣ評定になることがあります。（次号で例として一部紹介させていただき

ます） 

観点別評価による評定 

Ａ：よくできる（目標に十分達しています） 

Ｂ：できる（目標に達しています） 

Ｃ：もう少し（努力を要します） 

 

 

 

※評価はテストだけではなく、従来通り作成物や提出物など 

の評価資料なども加味して行いますが、評定の目安は正答 

（到達）率Ａ90％以上、Ｂ65％以上 90％未満、Ｃ65％未満と 

これまでより若干高い基準となります。 


